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 氏 名 申 輝秀 
（論文審査の結果の要旨） 
  
本論文は水道管路の劣化現象が多様かつ不確実であることに着目し，複数の損傷モ
ードによる管路システムの劣化過程を競合的・複合的確率モデルにより表現し，ライ
フサイクル費用の低減に資する点検補修戦略について分析したものであり，具体的に
は，以下のような知見を得ている． 
 
１． 水道管路の典型的な損傷パターンである漏水と管路損壊の２種類に着目し，
これらの損傷が競合的に発生する過程を競合ハザードモデルによりモデル化すること
が可能であることを示している．さらに，その推計方法を提案し現実のデータを用い
てモデルを推計している． 
 
２． 漏水と管路損壊が独立的に進展する管路システムを対象として，社会的費用
を含めた期待ライフサイクル費用が最小になるような連続時間軸上の確率的最適更新
タイミングを求める数理計画モデルを定式化し，現実のデータを用いてモデルの有効
性を実証的に検証している． 
 
３．  管路システムの材質の悪化と管路の損傷の間には相互作用があることを指摘
し，両者が並行的に進行する過程を複合的ハザードモデルにより定式化している．さ
らに，マルコフ連鎖モンテカルロ法を用いた推計方法を提案し，現実のデータを用い
てモデルを推計している． 
 
４．  韓国における水道管路システムの維持マネジメント上の問題点について考察
するとともに，本研究で提案した管路システムの劣化過程のモデル化，最適更新戦略
モデルを適用することにより，実証分析を通じて水道管路システムの維持補修戦略を
実践的に提言している． 
 
以上，要するに，水道管路システムを対象として，多様な要因が原因となる劣化過
程の確率モデル化と期待ライフサイクル費用の低減化に資する更新戦略について分析
したものであり，学術上，実際上寄与するとことがところが少なくない．よって，博
士（工学）の学位審査として価値あるものと認める．また，平成２７年８月２０日，
論文内容とそれに関連した事項について試問を行って，申請者が博士後期課程
学位取得基準を満たしていることを確認し，合格と認めた． 
 
 
 
